
【 コメント 】
■ＪP250 #33 齋藤太陽
走行1本目は足回りがやわらかすぎて、あまり感触がよくなかったのですが、走行2本目は改善して
走ると、かなりコンディションに合ってきてました。金曜日は、いろいろなライダーの走りを見て自
分のいいところとよくないところを確認していきたいと思っています。初日は2番手でしたが、まだ
まだマシン面でもライディング面でも詰めるところが残っているので、しっかりタイムアップして、
今回こそ、しっかりレースで結果を残したいです。

■JP250 #71 赤間清

1年振りにSUGOを走りましたが、良いフィーリングで走れていると思います。ただ、土曜日は気温
が下がる予報なのでコンディションは変わることを予想しています。そのため1本目のみを走って、
マシンと自分自身の調子を見つつ、走行データを検証して次の走行に向けて改善していくべき部分を
探しながらセットを進めています。

■SDG N-Planレーシング 中釜理智

レースウイーク初日は、まずは組み上げてきたオートバイの動作確認を行いました。すべて予定して
いた通りに機能してくれましたし、作業を進めることができました。あとは細かい部分を煮詰めてい
く作業を、いつものレースと同じく粛々とこなしていくだけです。

全日本ロードレース選手権 第3戦 スポーツランドSUGO

【JP250 ：参加者専用スポーツ走行】

2024年5月23日 天候：晴れ コースコンディション：ドライ

全日本ロードレース選手権は今週末シリーズ第3戦が宮城県・スポーツランドSUGOで開催される。
5月23日（木）は併催されているMFJカップ JP250選手権の参加者専用スポーツ走行が行われた。
今回もSDG N-PLAN Racingの齊藤太陽とSDG Team HARC-PRO.の赤間清がエントリー。齊藤は
前回のリベンジを、赤間は一つでも上位を狙っていく。

13時から始まった走行1本目。天気はよく、汗ばむほど気温は上がり、路面温度も高い状態でのセッ
ションとなった。ここで齊藤は初めてHonda CBR250RRをSUGOで走らせ、足回りのセットアップ
を行っていく。走行2本目は15時から始まり、やや路面温度は下がったが依然高い状態となっていた。
そんなコンディションの中、齊藤は徐々にタイムアップ。1分43秒39までタイムを縮め初日は総合2
番手につけた。一方、赤間は、1年振りに走るSUGOの感触を確かめながら1本目のみを走行。ユー
ズドタイヤでマシンセットの方向性を見る作業に終始した。

金曜日も3回のフリー走行があり、土曜日に公式予選と決勝レースが行われる。
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